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あった。その対応の方法として有効であったのが，製品の大量焼成と画一的生産であった。この大量
焼成と画一的生産によって，国内向け製品の本格的量産化を行うことになる。そして，この生産地に
おける量産化を支えたものが当時の流通機構である。１８世紀以降，藩による専売制が導入されるが，
その一方で筑前商人ら旅商人の活躍が盛行する。とりわけ，筑前商人の商圏は全国の地方市場に及ん
でおり，当時の江戸。大坂の二大都市間を中心とした流通機構と異なる流通ネットワークで，肥前磁
器の販売網を全国に張り巡らすことになった。
１８世紀末～１９世紀初にかけては，肥前以外の磁器生産地が急増する。肥前磁器が国内の磁器市場
を独占できる状態は終わるが，磁器需要そのものが拡大する状況にあっては，市場における肥前磁器
の相対的地位の低下がそのまま生産規模の縮小につながるものではない。この時期に生産規模を飛躍
的に拡大させている窯場が塩田川流域窯業圏（図１）の志田地区である。志田地区の発展の背景には，
いくつか合理的な理由がある。一つは塩田川の塩田港が天草陶石の集散地として機能し，豊富な原料
の入手が容易であるという生産地の利点である。一つは在地の塩田商人だけでなく，伊万里商人が生
産に直接関与し，伊一万里商人がもつ全国の市場に陶磁器を販売するネットワークと直結したことで，
大きく販路を拡げたことによる。このことは同時にこれまでの生産機構が大きく変わりつつあること
を示している。それまで肥前窯業圏の中心であった有田窯業圏や波佐見窯業圏では，磁器原料の陸運
を前提として，原料産地に近い地域に成立したものであったが，志|子1地区などの塩田川流域窯業圏で
は，原料の水運を前提として原料産地と直結した窯業圏を形成させており，地域の原料に立脚する地
域的窯業圏とは異なる。窯業圏内の窯場の結びつきは，原料そのものではなく，むしろ原料を商品と
して扱う商人によるものとなるのである。
有田でいう内山，外lLl，大外山の区分は，泉山陶石の一元的かつ段階的な供給による生産機構上の
区分であるが,それは泉山陶石が最も良質で豊富であることを前提としていたものであった。しかし，
泉山陶石よりも良質かつ量も豊富な天草陶石の商品化とその普及は，その前提を根本から覆すことと
なった。とりわけ，原料に恵まれない地域ほど早くから天草陶石の使用を導入しており，それまで陶
器生産しか行わなかった窯場においても磁器生産が行われるようになった。有田内山地区を中心とす
る同心円状の窯業圏から，有田や波佐見など原料産地に立脚する地域的窯業圏と天草陶石の産地を－
つの起点とする生産ネットワークに組み込まれた窯業圏が並存する状況に変化したのである。１８世
紀末～１９世紀にかけての九州及び周辺地区の地方窯の増加現象は，既存の生産機構が変容し，新た
な生産ネットワークが拡大していく過程におけるものである。そして，その生産ネットワークの拡大
とともに肥前の磁器生産技術が広く伝わったことが，全国に地方窯を出現させる要因の一つとなるの
である。
以上のことから近世肥前窯業の生産機構の特質について，第一に磁器原料を基盤とするものであっ
たこと，第二は技術的かつ地域的分業システムに支えられたものであったこと，そして，第三は流通
機構と密接な関わりをもったものであったことがいえる。第一の磁器原料を基礎とするものであった
ことについては，地域的窯業圏の成立，地域的分業化の確立，そして，生産機構の変容がいずれも磁
器原料の存在あるいはその供給体制の変化に起因するものであることからも明らかである。１７世紀
前半に有田や波佐見で地域的窯業圏が成立したのも磁器原料そのものが求心力であったし，１７世紀
後半の品質による地域的分業化は有田が泉山陶石を一元的かつ排他的に供給することによって行われ
た。そして，１８世紀末～１９世紀にかけてみられる生産機構の変容もまた磁器原料の供給体制の変化
であったのである。
第二の分業システムについては，一つには生産工程における各工程や生産技術の技術的分業化であ
り，各工程や技術を専門化することにより生産効率を高めるものである。もう一つは窯や窯場あるい
は地域的窯業圏における製品の作り分けによる地域的分業化であり，窯や窯場や地域的窯業圏がそれ
ぞれ役割を分担するものである。肥前窯業圏の生産システムはこれら二つの分業化を効率的かつ継続
的な生産に結びつけるための仕組みであった。
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第三の流通機構については，肥前窯業が対象とする市場が生産地と近接した地域ではなく，むし
ろ遠隔地に存在するものであることから必然的に流通機構は生産機構と密接な関わりをもつことにな
る。海外貿易においてもその担い手の動向が大きな影響を与えたし，１７世紀末以降の国内向け製品
の本格的量産を支えたものは，その製品を売り捌く流通機構であった。そして，１９世紀初～中頃の
志田地区の生産地の急成長の要因の一つもまた流通機構であった。
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論文審査結果の要旨
佐賀県有田は江戸時代初期から現代に至る日本を代表する焼き物産業の町である。多くの地場産業
が近代以降に衰退したが，この地域は現在も繁栄している。その産業基盤は江戸時代に築かれ，現在
もその上で生きていると考え，産業基盤の形成過程を考古学資料から検討することが論文の目的であ
る。
考古学による窯業史研究は製品の生産技術に関するものが中心であり，生産背景に関する研究は資
料が制約されるためきわめて少ない。そうした現状を乗り越えるため，これまでと同様の考古学資料
を用いながらも，窯業圏の内部構成と空間的広がりの変遷を追うことにより，窯業圏の形成過程と生
産メカニズムの特質を叙述することに成功したことは評価できる研究成果である。
研究方法は，古窯跡出土資料から地域性を抽出し，それぞれの地域を比較して相互関係を検討する
というものである。窯業圏の外部との関係については各地の都市遺跡や沈没船の出土資料，他産地の
製品と比較している。文献史料も考古学資料によって検証しながら用いている。
研究資料の中心は，有田の古窯跡５０基と生産遺跡約３０ケ所，数万点の出土資料であり，これに
海岸や沈没船から採集した資料，及び近年急増した日本近世都市遺跡の出土資料を加えている。国内
と海外の遺跡計３５５ケ所を整理分析しており，資料編に現在知られる肥前陶磁に関する発掘調査事
例も網羅し，本文編の基礎資料としている。
本文では，資料編の資料に基づき，第１章で肥前窯業の構成要素ごとに形態と変遷を述べ，その画
期をとらえている。第２．３．４章は肥前の窯業圏の形成過程を１７世紀前半，１７世紀後半，１７世
紀末以降の三段階に区切り，第１章で述べた要素を組み合わせて窯業圏の形成過程を論じている。第
５章では肥前窯業圏の形成過程に基づいて生産機構の特質を論じている。
肥前の陶磁産業を構成する要素として，生産施設，製品，陶工，商人などを取り上げその変遷と画
期を示し，生産施設の構造。空間的配置。分布状況の変遷，古窯跡出土資料と都市遺跡出土資料の比
較による製品群の変遷，過去帳の記載と古窯跡の出土状況を比較した陶工集団の移動，古窯跡出土資
料と沈没船資料の比較による流通形態，等という問題を検討している。肥前の地域的窯業圏の成立を
述べる部分では，陶器生産から磁器生産への変化をたんに産地内の技術的な流れと捉えず，各藩の経
済的自立化の中に位置づけ,肥前窯業圏の中核を守り続けた有田と波佐見の窯場の成立過程を追跡し，
出土資料比較によって生産システムを共有する地域的窯業圏の形成を浮かび上がらせている｡その後，
海外輸出が窯業圏の形成や生産機構の確立に影響を与え，有田と波佐見が性格の異なる窯場に変化す
ることを指摘し，大量輸出時代を迎えた肥前の窯業圏の拡大や圏内における地域的分業化を論じてい
る。製品の違いによる生産窯の分布と都市遺跡の出土品を比較し，文献史料にみられる陶工集団の移
動も論じる。
様々な面からの検討作業によって１７世紀中頃の肥前窯業圏の窯場再編成と技術革新を海外輸出の
本格化に伴う連鎖的事象と捉え，海外貿易による需要の増大と多様化が肥前窯業圏の地域的分業化を
進め，１９世紀まで継続された生産機構を生み出したと論じる。有田と隣接する波佐見窯業圏の様相
から１７世紀末以後は肥前窯業圏が国内市場に向けた大量焼成と画一的生産を行ったことを指摘し，
沈没船資料からそれを支えた流通機構を論じる。１８世紀末以降は地方窯との競合で有田や波佐見は
低迷期を迎えたが，これは同時期に急速に成長した周辺の様相から肥前窯業圏内の内部変化に要因が
あると指摘する。それまでの地域的窯業圏と異なる成立要因をもつ窯場の出現が既存の生産機構を変
容させ，その変容が全国各地に磁器生産地を広げると指摘する。
本論は筆者の既発表の肥前陶磁器に関する論文１５編，水中考古学に関する論文８編，学会口頭発
表５編を組み合わせて構成されている。扱った資料数は莫大で資料収集能力は優れており，考古学資
料の整理分析方法も高い水準にある。考古学資料の事実関係記述については精度が高く詳細である。
考古学資料を用いた記述ではさらに絞り込んだ表現が望まれる部分も一部に見られ，引用論文やこれ
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までの学界における成果に対する自らの価値判断の記述が少ない面も見られる。磁器原料産地の変化
や供給体制の変化で生産地が規制され生産基盤が形成された，社会的分業体制が窯業の発展過程の中
で作られ産地の基盤となった，流通機構が生産機構に与えた影響を具体的に指摘した，などの点を考
古学資料から論じたことは，考古学資料を歴史的に解釈した精力的な研究といえる。磁器原料の管理
と流通の変化が生産機構の変化に影響したとする考えは，これまでの考古学資料を包括的に扱い，個
別資料を結びつけるものが何かを探求した結果として生まれたものと評価できる。窯業生産機構を総
合的に多種類の考古学資料を用いて復元記述した幅広い成果には見るべき新論点が多く，博士論文の
水準に達しており，審査委員は一致して合格と判定した。
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